














目的 

前年度の研究の一つの結果として,発達障害児では,初期の運動発達に遅滞を示す群と遅滞

を示さない群に大別され,行動に異常を示す障害児はおおむね後者に含まれるであろうこ

とが示唆された。このことについてのより一層の分析のため今年度から本研究が開始され

た。 

本研究においては，すでに病態像が確立された学齢の精神遅滞児を対象とし,その現在の状

態像を分析するとともに，彼らの初期運動発達の遡及調査を実施し,それらの関連を検討す

べく計画された。精神遅滞児の乳幼児期の運動発達のおくれ・ひずみを調べることにより

早期診断の手掛りを得ることが期待される。 

精神遅滞児と一口にいっても,その状態像はさまざまであり,行動異常を示すといっても,

自閉性を示すもの,多動行動を示すものなどがおり,このような調査の基礎として対象児童

の状態像を客観的に把握することが必要である。 

行動異常を捉えるためにさまざまな尺度が考えられている。しかし,自閉症児用か多動児用

かのいずれかである場合が多く,尺度の選択はこのような研究では重要な課題となる。 

そこで本年度は種々の尺度を検討し,本研究の目的に合致した尺度を決め,実際に調査を行

ない,初期運動発達の関連から分析することを目的とした。 


